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教育政策課　　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

1 31-0507 学校施設整備事業
（小学校）

学校施設（小学
校）

　 児童の良好な教育環境
を創出し、また、安全で快
適な学校生活が送れるよ
う、施設・設備の整備を行
う。

○施設・設備の新設、改修整備を行う。
箇所や施設については下記プロセスで選定する。
①維持管理上の老朽化等による改修必要性の確認
　（市教委・学校）
②学校側からの施設改修等の要望
③要望事項について市教委による現場確認

○市の財政状況を踏まえ、身の丈にあった、実現性のある
整備計画を検討する。

○整備計画
 ・ 小中学校大規模改造等整備方針

191,166,250円 　 主に質的向上の整備を行い、児童が安全で安心した学校生
活を送れるよう、計画的な学校施設整備を実施した。
○小中学校大規模改造等整備方針に基づく事業
【質的整備】小学校トイレ改修事業（繰越明許）
   154,486,200円
【質的整備】小学校ロッカー等改修事業
   23,155,000円
【バリアフリー】渋川小学校エレベーター改修工事設計事業
   2,310,000円
【バリアフリー】三郷小学校エレベーター改修工事設計事業
   2,470,600円
○その他整備事業
 ・小学校諸施設整備事業
   8,744,450円

（成果）
　 衛生面での環境改善を目的として、ト
イレ改修を実施した。また、通学時の荷
物の軽減などを目的として、教室ロッ
カーの改修を実施したことなどで、快適
な教育環境の提供に寄与した。

（課題）
　 大規模改造工事未実施校における
長寿命化改良について、市の財政状況
等を鑑み、身の丈に合った計画の早期
策定が必要である。
また、小学校体育館の空調整備及び小
学校エレベーター改修などの懸案事項
も多く、今後も引続き環境整備が必要で
ある。

2 31-0510 学校施設整備事業
（中学校）

学校施設（中学
校）

　 生徒の良好な教育環境
を創出し、また、安全で快
適な学校生活が送れるよ
う、施設・設備の整備を行
う。

○施設・設備の新設、改修整備を行う。
箇所や施設については下記プロセスで選定する。
①維持管理上の老朽化等による改修必要性の確認
　（市教委・学校）
②学校側からの施設改修等の要望
③要望事項について市教委による現場確認

○市の財政状況を踏まえ、身の丈にあった、実現性のある
整備計画を検討する。

○整備計画
 ・ 小中学校大規模改造等整備方針
 ・ 体育館等空調設備整備（令和7年度整備予定）

20,630,400円 　 主に質的向上の整備を行い、生徒が安全で安心した学校生
活を送れるよう、計画的な学校施設整備を実施した。

【質的整備】中学校体育館等空調設備整備工事設計事業
   4,620,000円
【質的改善】中学校屋外施設整備事業
   14,185,600円
○その他整備事業
 ・ 中学校諸施設整備事業
   1,515,800円

（成果）
　 夏季における熱中症対策を行うととも
に、災害時における避難所としての防
災機能強化を図るため、中学校の体育
館や柔剣道場の空調設備整備に係る
設計を委託した。　また、屋外での熱中
症対策として、日除け屋根の設置を実
施したことなどで、快適な教育環境の提
供に寄与した。

（課題）
　大規模改造工事未実施校における長
寿命化改良について、市の財政状況等
を鑑み、身の丈に合った計画の早期策
定が必要である。
　また、大規模改造未実施校の長寿命
化改良をはじめ、照明のLED化などの
懸案事項も多く、今後も引続き環境整
備が必要である。

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要
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教育政策課　　点検評価シート

６年度
決算額
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3 31-0902 中学生海外研修・
交流事業

尾張旭市立中
学校在校生

　 中学生を海外に派遣
し、ホームステイや現地校
への体験入学を通して外
国の文化等に触れさせ、
幅広い視野と国際感覚を
育む。

〇オーストラリアヴィクトリア州ウィットルシー市へ中学生
（12人）が訪問し、ホームステイや現地の学校に体験入学な
どを行う。
 ・ 応募者から、作文と面接による１次選考、抽選による2次
選考を経て参加生徒を決定する。
 ・ 参加生徒及び保護者に対して説明会を実施する。また参
加生徒には事前研修を実施する。
 ・ 帰国後に報告会、報告書作成を実施し、他の生徒にも成
果を共有する。

6,989,379円 目的：ホームステイや現地校への体験入学などを通し、幅広
　　　　い視野と国際感覚を育むことを目的に、中学生海外研
　　　　修事業を9泊10日で実施した。
対象者： 英語教育の充実などを踏まえ、対象者をこれまでの
　　　　　 3年生から全学年とした。
応募者： 112人（3年生 36人、2年生 41人、1年生 35人）
参加者： 研修生 12人（3年生 4人、2年生 7人、1年生 1人）
　　　　　 引率者  2人
研修内容：
　⑴オリエンテーション2日間　渡航手続、添乗員からの諸注意
　⑵事前研修 　　　　　3日間　 英会話レッスン、マナー研修、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 交流会の練習など
　⑶海外研修　　 　   10日間　8月21日（水）から8月30日（金）
　　 ・ ウィットルシーセカンダリーカレッジの学生と交流会、現地
　　 ・ 校体験学習
　　 ・ ホームステイ 5泊　・ウィットルシー市役所訪問　など
研修生の負担金： 保護者200,000円　市費約400,000円
　 研修終了後には、参加生徒から研修報告書等の提出、報告
会での発表を実施した。研修報告書等については、各校での展
示、配布を行った。

〈成果〉
　 「グローバルな視点を学ぶことができ
た。」「英語力の向上を実感することが
できた。」などといった研修生の報告か
ら、今回の研修での多くの経験が、生徒
一人ひとりの自信に繋がり、新たなこと
へ果敢に挑戦する気持ちが芽生えた、
貴重な機会になったのではないかと実
感している。

〈課題〉
　 5年ぶりの実施により、生徒への身体
的負担、生徒を取り巻く環境、研修先で
あるオーストラリアの社会事情などの課
題が、改めて確認されたことから、より
安全安心かつ充実した研修の実現のた
め、「毎年実施」を「隔年実施」へと変更
し、令和８年度の実施に向け、事業内
容を発展的に見直す必要がある。

4 32-0303 地域未来塾開催事
業

市内中高生 　 市内中高生を対象に地
域住民などの協力による
学習支援を行う。

〇中学生・高校生の学習意欲の向上及び居場所づくりを図
ることを目的として、2か所にて事業を委託し、地域未来塾を
実施する。
 ・ 市内在住の中学生・高校生を対象に、4月に生徒募集す
る。
 ・ 自主学習方式とし、分からない箇所について教員OBや
大学生などによる学習支援員がアドバイスを行う。

5,355,010円 　 中学生・高校生の学習意欲の向上及び居場所づくりを目的と
して、学習支援事業（地域未来塾　東部地区・西部地区）を実施
した。
 【東部地区】
　 委託料　2,959,800円
　 4月から3月まで49回実施（毎週木曜日）
　 延1,627人
　 学習支援員14人
 【西部地区】
　 委託料　2,395,210円
 　4月から3月まで49回実施（毎週土曜日）
　 延800人
　 学習支援員13人

〈成果〉
　 地域未来塾開催事業では、中学生・
高校生の学習支援をはじめ、勉強以外
のコミュニケーションが図れる子どもの
居場所づくりを目的に、地域未来塾を２
か所で開設した。
学習支援員のサポートにより、子どもた
ちは、自分のペースで勉強に励むこと
ができ、また、子どもたち同士のふれあ
いの場として、楽しい時間を過ごせた。
教員や看護師を目指す大学生等が、自
分のキャリア育成のため、学習支援員
として、活躍しているが、子どもたちと年
代が近いことから、お互いに刺激し合
い、共に成長できる良い機会となってい
る。

〈課題〉
　 今後も、引き続き学校との連携を図
り、地域で子どもたちの学びや成長を支
える取組となるよう、事業の充実に努め
る必要がある。
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5 32-0404 私立学校修学支援
事業

私立学校に在籍
する児童生徒の
保護者

　 私立学校に在籍する児
童生徒の保護者に対し、
教育に係る経済的負担の
軽減を図る。

〇10月1日において私立学校に在籍し、本市に住所を有す
る児童生徒の保護者に対して、補助金を交付する。
－補助額及び条件－
 ・ 高等学校、専修学校等の場合
　　その保護者が愛知県私立高等学校等授業料軽減事
　業の所得基準の「甲」、「乙」区分に該当し軽減決定を
　受けている場合

　甲Ⅰ： 県民税所得割額と市町村民税所得割額とを合算
　　　　　した額が非課税の世帯　　18,000円
  甲Ⅱ： 課税所得額（課税標準額）に100分の6６を乗じた
　　　　　額から、市町村民税の調整控除額（政令指定都
　　　　　市は当該額の４分の３を乗じた額）を控除した額
　　　　　（以下「算定基準額」という。）が212,700円未満
　　　　　の世帯　　15,000円
　乙　：  算定基準額が270,300円未満の世帯
　　　　　12,000円
　多子加算 ： 対象児童生徒に保護者等の扶養親族であ
　　　　　　　　 り、年齢が２３歳未満である兄・姉がいる場合
　　　　　　　　 5,000円
 ・ 小学校、中学校等の場合
　　上記と同額

9,184,000円 〇私立学校に在籍する児童生徒の保護者に対し、教育に係る
経済的負担の軽減を図った。
 ・ 高等学校等　 530人
 ・ 中学校　　　　   30人
 ・ 小学校　　　       6人
 ・ 多子加算　     182人
　 （補助総額：9,184,000円）

〈成果〉
　 私立学校に在籍する児童生徒の保
護者を対象に、所得に応じて補助金を
交付することで、私学教育に係る経済
的負担の軽減を図ることができた。

〈課題〉
　 令和8年度、私立高等学校も公立高
等学校と同様に無償化されると国会に
て討論されているため、、国・県・近隣市
町の動向を注視する必要がある。
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学校教育課　　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

1 31-0101 学習支援事業（小
学校）

児童 　 授業に興味を持もつ児
童が増え、総合的な学力
を身につけることができる
学習支援の事業を行う。

○民間プール施設の活用により、効果的で専門的な水泳
指導を実施する。
○授業に興味が持てるよう、教科書改訂に合わせて社会
科副読本「きょうどあさひ」を作成したり、総合的な学習の時
間を支援したりする。
○英語教育支援員（ALT）を配置し、英語の発音や国際理
解教育の充実を図る。

30,563,471円 〇水泳授業支援業務委託
　 老朽化が課題となっている学校プールに代わり、より効果的
で専門的な水泳指導を実施するため、民間プール施設を活用
した水泳指導を試行的に実施（R5年度2校→R6年度6校）
　 26,044,150円
○総合的な学習の時間への支援
　 総合的な学習の時間を実施する際の講師料を支援した。
　 支援校：8校
○副読本（健康手帳、しぜんとともだち、だいすき大愛知、観察
と実験、夏休み日誌、冬休み日誌）の購入
○魅力あるあいちキャリアプロジェクト推進事業（県受託事業）
　 実施校：東栄小
○英語教育支援員（ALT）の配置
　 各小学校　1人

<成果>
　R6年度は6校で水泳授業支援業務委託を
導入し、保護者や教員へのアンケートによ
り、高い評価を得ることができた。
　副読本等の給付や英語教育支援員の配
置等により、授業に興味を持てるようになっ
た。

<課題>
　 今後、小学校各校で民間プールの活用を
拡大して行くにあたり、安定した受入民間事
業者の確保と、更なる指導内容の充実が課
題である。

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要
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学校教育課　　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
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担当課　評価欄
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2 31-0110 いじめ・不登校対策
推進事業

児童生徒
保護者
教職員

　一人ひとりの児童生徒
にとって心の居場所となる
ような魅力ある学校・教育
支援センターとするため
のいじめ・不登校対策事
業を行う。

〈成果〉
　 尾張旭市いじめ問題対策連絡協議会及
び尾張旭市いじめ問題専門委員会を開催
し、いじめ問題に取り組む体制を整えた。市
内のいじめ事案への対応の検証やいじめ対
策事業の内容について専門的な意見をもら
い、より良い対応につなげることができた。
　いじめ実態アンケートを実施し、「いじめを
見逃さない」という姿勢を教職員間で共有す
るとともに、いじめの早期に発見・解決につ
なげた。
　教職員等への研修を実施し、資質向上に
努めた。
　児童生徒に対するいじめ・不登校の防止
対策として、気軽に相談できる相談窓口を
設け、早期対応に努めた。
　スクールソーシャルワーカーを配置し、背
景が複雑ないじめ・不登校事案に対して、家
庭や関係機関と連携し、早期対応・早期解
決、継続的な支援を図ることができた。
　心の発達サポート検査により把握した生
徒の特性を生徒の指導や学級経営に生か
すことができた。
　校内教育支援センターを東中へも拡充設
置し、不登校等支援の必要な生徒の居場所
づくりを実施した。
　不登校傾向の児童生徒を受け入れる教育
支援ルーム「つくしんぼ」の設置目的を学校
復帰から社会的自立に向けての支援に変
更し、環境整備を行った。
　不登校児童生徒の家庭へメンタルフレンド
を派遣することにより、児童生徒の社会性の
向上を図ることができた。
　不登校児童生徒をもつ保護者懇談会を開
催し、保護者の困りごとや悩みごとを保護者
同士で共有し、相談する場を提供した。
　非常勤講師（市費）を各小中学校へ配置
し、不登校対応や不登校の未然防止の一助
とした。

〈課題〉
　 不登校児童生徒のニーズに合わせて、
様々な取り組みを進めており、不登校児童
生徒の減少につながったが、依然として不
登校児童生徒は多く、初期対応に注力しな
がらも、居場所を見つける適切な支援を継
続する必要がある。
＜参考＞
　R6 不登校出現率
　　　小学校　2.5％（115人/4,602人）
　　　中学校　6.1％（137人/2,261人）
　R5 不登校出現率
　　　小学校　2.8％（131人/4,623人）
　　　中学校　6.9％（160人/2,306人）

21,406,492円○いじめ防止対策推進法の目的や基本理念を達成するた
め、いじめ防止等に関係する機関等で構成される「尾張旭
市いじめ問題対策連絡協議会」を設置し、いじめ防止等の
連携を図る。
○弁護士・医師・臨床心理士などによる「尾張旭市いじめ問
題専門委員会」を設置し、いじめ防止等のための施策に関
する調査研究を行う。
○全児童生徒を対象にいじめ実態調査を実施するなど、児
童生徒一人ひとりの心の様子を把握する。
○各学校のいじめ・不登校対策委員会の事業を通して、家
庭・地域への啓発に取り組むとともに、家庭と学校が緊密
な連携を図り、いじめの早期発見・解決や未然防止に取り
組む。
○教職員への研修を通して、資質の向上を図り、いじめ・不
登校の未然防止対策に努める。
○児童生徒の日常的な悩みの相談や話し相手として、各
学校に心の教室相談員を配置するなどし、組織としていじ
めを未然に防止する体制を整える。
○スクールカウンセラーや心のアドバイザー、スクールソー
シャルワーカーと連携し、具体的な悩みや問題に応え、専
門的な立場から適切な助言を行い、児童生徒の心のケア
に努める。
○児童生徒がタブレット端末を活用して、相談できる体制を
整える。
○対人関係にまつわる学校不適応の傾向を把握する検査
（心の発達サポート検査）を実施し、指導にいかす。
○校内に別の教室を用意してこどもの居場所の一つとする
「教育支援センター」を設置し、居場所づくりの体制を整え
る。
○不登校児童生徒を対象に、社会的な自立ができるよう支
援する。
○不登校児童生徒の家庭に、大学生等をメンタルフレンド
として派遣し、良き相談者の立場から接し、児童生徒の社
会性の向上を図るよう支援する。
○不登校児童生徒を対象とした情操教育を行う。
○不登校や不登校気味の子を抱える保護者に対し、同じ
悩みを持つ方と集う相談会を実施し、寄り添った対応を進
める。

○いじめ問題対策連絡協議会の開催
　 令和6年5月27日（月）
○いじめ問題専門委員会の開催
　 令和6年6月24日（月）
○いじめ・不登校対策推進事業
 　研修会の開催や児童生徒へのいじめ実態調査（アンケート
調査）の実施等をいじめ・不登校対策委員会とともに、実施し
た。
 ・ いじめ実態アンケートの実施（各小中学校）
　　　記名調査（3回：学期ごと）
　　　無記名調査（１回：7月）　　 計 4回/年
 ・ 講演会の開催
　　令和6年8月7日（水）　文化会館　あさひのホール
　　「小児科医が診る不登校－こどもたちのそれぞれの事情
　　によりそって－」
　　　 講師：旭ろうさい病院　安藤郁子 氏
　　   教職員・保護者等　参加者：162名
 ・ いふだよりの発行：3回/年
○心の教室相談
　 来訪者数：延べ26,345人、うち相談件数：延べ1,887件
○スクールカウンセラー・心のアドバイザー・スクールソーシャ
ルワーカーの配置
 ・ スクールカウンセラー（県費）：3人
 ・ 心のアドバイザー：6人
　　相談人数：延べ1,245人
 ・ スクールソーシャルワーカー：3人
　　相談件数：延べ334件
○タブレット端末を活用した相談（SOSボタンの活用）
　 活用件数：4件
○心の発達サポート検査
　 中学1・2年生に対し、アンケート形式による検査を行い、生徒
個々の特性を把握したうえでの指導や、学級経営を行った。
　 検査人数：1,424人
○校内教育支援センター（旭中、東中：R6新規）
　 旭中（Aiルーム）：19人
　 東中（Beルーム）：36人
○教育支援ルーム「つくしんぼ」
 ・ 通室人数：53人（小学生32人、中学生21人）
 ・ 情操教育（音楽体験）の実施：9回（延べ71人参加）
 ・ 野外活動（デイキャンプ）、体験活動（スケート）や社会見学
（リトルワールド）の実施
○メンタルフレンドの派遣
　 メンタルフレンド登録者：12人（うち活動者数：11人）
　 派遣児童生徒数：11人（訪問支援：延べ152回）
　（教育支援ルーム「つくしんぼ」支援：延べ16回）
○保護者懇「☆手と手と手☆」の開催
　 令和6年6月1日（土）　　　　参加者　 14人
　 令和6年10月5日（土）　参加者　   9人
　 令和7年2月１日（土）　 参加者　   5人
○非常勤教講師（市費）の配置
　 小学校（教育支援）　　　　　　各1人（週2～3日）
　 小学校（不登校対応・巡回）　　 2人（週1日/校）
　 中学校（不登校対応）　　　　 各１人（週5日）

5



学校教育課　　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要

3 31-0202 個に応じた支援事
業

配慮を必要とす
る児童生徒

　 一人ひとりの障がいや
配慮の必要な状況に応じ
た教育が受けられるよう
必要な事業を行う。

○障害者差別解消法に基づき、障がいのある児童生徒
に、必要に応じて合理的配慮の提供を進める。
○学校運営支援員を各校に配置し、特別な配慮が必要な
児童生徒の学校内での生活や学習を支援する。また、肢
体不自由児の生活や学習、野外活動などをサポートする学
校運営補助員を配置する。
○発達障がいに関する専門知識を有する大学院生等を、
各小学校に派遣し、発達障がいについての詳細な観察や
記録をもとに、発達障がいについての理解と指導方法の改
善を行い、その成果を共有する。
○通級指導教室を通して、特別な支援が必要な児童への
個別指導を行う。
○痰の吸引や導尿などの医療的ケアが必要な児童生徒に
対する看護師派遣を行い、学校における生活支援のほか、
宿泊行事などの支援も進める。
○特別な配慮が必要な児童生徒が、一人ひとりの障がい
の状況に応じた教育が受けられるよう、瀬戸特別支援学校
に通学する児童生徒数等に応じ、財政的な負担を行う。

41,594,589円 ○特別な支援を必要とする児童生徒それぞれの教育ニーズを
把握し、教育支援委員会における協議を経て、適切な就学先
について、保護者に対し助言等を行った。
　 教育支援委員会の開催（2回）
○特別支援学級交流事業
　 他校の生徒との交流を図るため、歓迎会、ボッチャ交流会、
送る会を開催した。
〇支援教員（特別支援教育支援）の配置
　 週１回、各校巡回をした。
〇学校運営支援員、学校運営補助員の配置
　 学校運営支援員、学校運営補助員　  16人
　 学校運営補助員（介助業務）　6人
○特別支援教育支援員の派遣
　 特別支援教育に関する協定を結んでいる金城学院大学の大
学院生等を実習生として受入れ、特別支援教育支援員として
派遣した。
　 特別支援教育支援員　18人
○通級指導教室への支援
　 通級指導用の教材（ワークシートなど）の購入
〇看護師の派遣　2人（本地原小、瑞鳳小各校1人)
　 ※本地原小で2人体制の日は、看護師派遣人数は3人とな
る。
○瀬戸特別支援学校負担金　32,665,000円
　 就学児童生徒数：14人（小学部8人、中学部2人、高等部4人）

〈成果〉
　 特別な支援を必要とする児童生徒が、
個々の状況に応じた教育を受けられるよう
に支援した。
　 特別支援学級に在籍している児童生徒
が、交流を深めることができ、充実した学校
生活を送る一助となった。
　 支援教員（特別支援教育支援）の巡回に
より、個に応じた支援方法の充実や合理的
配慮の計画作成の一助となった。
　 学校運営支援員の配置により、特別な配
慮を必要とする児童生徒への学習支援等を
行うことができた。また、担任がよりよい学
級経営をするための大きな助けとなった。
　 肢体不自由児には介助業務を行う学校
運営補助員を配置したことにより、学校生活
を営む上で大きな手助けとなった。
　 医療的ケアの必要な児童に看護師を派
遣したことにより、児童生徒の自立促進、健
康の維持増進、安全な学習環境を整備する
ことができた。

〈課題〉
　 特別な支援を必要とする児童生徒が年々
増加するとともに、障がいの種類も多岐に
渡るようになったため、個別の教育的ニーズ
を捉え、多様な学びの場が必要である。
　 特別支援学級の在籍者増加により、市内
他校の特別支援学級との交流会の運営方
法を見直す必要がある。
　 転校や進学時にも、個に応じた支援が受
けられるよう、学校間等で連携をより密にし
ていくことが必要である。
　 また、車椅子使用や重複障がい、医療的
ケアの必要な児童生徒等、必要な支援内容
が複雑多岐になってきており、「誰一人、取
り残されない教育」を見据え、支援方法の検
討が必要である。
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簡単な説明

事務事業の概要

4 31-0210 部活動支援事業 生徒 　 部活動に興味をもって
取り組むことができる事業
を行う。

○スポーツや文化に親しむ機会を確保するため、専門的な
指導ができる人材を派遣・配置する。

7,623,780円 ○指導者の派遣・配置
 ・ 専門的な指導者がいない学校へ部活動外部講師を派遣し
た。
　　部活動外部講師：延べ　39人
　＜派遣部活動＞
　　剣道、卓球、バスケットボール、バレーボール、
　　サッカー、ソフト　ボール、陸上、弓道、吹奏楽、美術
 ・ 部活動の指導体制の充実を図るため部活動指導員を配置
した。
　 部活動指導員（会計年度任用職員）：10人
　＜配置部活動＞
　 剣道（2人）、ソフトボール、弓道、バレーボール（2人）、
　 野球、筝曲、パソコン、吹奏楽
○各種大会・コンクールへの参加支援
　 吹奏楽楽器運搬やバスの借上げなどを行った。
○休日部活動地域連携に係る実証実験
 ・ 東邦ガス㈱と「部活動改革に係る実証実験に関する協定」締
結
 ・ 同社員で競技経験者を外部講師として、西中学校の3部（ソ
フトボール、バレーボール、剣道）で休日部活動の実証実験を
実施（令和7年2月～3月）

〈成果〉
　 部活動外部講師の派遣や部活動指導員
の配置により、専門的な指導を受けることが
でき、興味をもって取り組むことができた。
　休日部活動の実証実験の実施により、高
い技術力に基づく効果的な指導などのメリッ
トと連絡手段等の課題が見出せた。

〈課題〉
　 生徒が継続的に興味を持って部活動に取
り組みことができる体制を整えつつ、教職員
の長時間勤務を改善していくため、適正な
部活動の運営と指導方針の見直しが必要で
ある。
　休日部活動の地域連携の実施に向けて、
指導者の確保、また指導者の増員に伴う必
要な予算と事務量の増加が見込まれる。
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簡単な説明

事務事業の概要

5 31-0401 教職員研修・健康
管理事業

教職員 　 教職員の資質向上を図
り、教員による児童生徒
への円滑な教育ができる
事業を行う。また、教職員
の健康保持増進を図る事
業を行う。

○様々な教育課題に対し、教育の各分野の優れた指導者
を講師として招へいした研修を行い、教職員の資質の向上
を図る。
○教育フォーラム、各種研修、教育論文の募集事業などを
通して、教職員の資質の向上を図る。
○新任教職員を対象に郷土の歴史について触れる郷土教
育研修を実施する。
○ICTを活用した効率的な事務処理の方法や授業での活
用方法などを支援し、教職員の資質の向上を図る。
○教員が児童生徒の指導や教材研究等に注力できるよ
う、業務を支援する。
○校医（内科医）又は産業医により健康診断を実施する。
また、学校保健安全法の規定により必要な、結核健診や生
活習慣病健康診断等を実施する。
○健康障がい等のリスクがある教職員を対象に医師による
健康相談・面接指導を実施する。
○労働安全衛生法に基づき、ストレスチェックを実施する。

26,714,828円 ○現職研修事業
　 教職員の資質向上のために組織されている尾張旭市現職
研修委員会に、教職員に対する各種研修事業を委託し、研修
を実施した。
 ・ 校内研修（授業力向上研修等）
　　　 各校で実施　参加者：延べ1,433人
 ・ 教育フォーラムの開催
　　　 令和6年8月21日（水）
　　　 教育講演　「一流の指導者、一流選手から学ぶ目標
　　　 達成のセルフマネジメント～イチロー、田中将大との出会
　　　 いを通じて～」
　　   講師：ベースボールスピリッツ代表　奥村幸治 氏
　　　 参加者：359人
 ・ 教育論文応募者：6人
 ・ 教育課題研修、職能別研修、教科領域別研修、学校運営研
修、　校外研修を実施　参加者：延べ724人
○初任者研修
　　郷土教育や教育支援センターについての研修を実施
○ICT教育支援教員（会計年度任用職員）の配置
　　各校巡回支援者：1人
○教員業務支援員（事務員：会計年度任用職員）の配置
　　各校：1人
○教師用教科書・指導書の各校への給付
　 中学校教科書改訂に合わせて給付した。
○教職員健康管理事業
　 教職員の健康管理のため、校医（内科医）又は産業医による
健康診断及び結核検査、尿検査、Ｂ型肝炎予防接種並びに35
歳以上の教職員及び35歳未満の希望教職員を対象に生活習
慣病健診を実施した。
○教職員健康相談
　 教職員の健康相談業務を年間を通して医師に委託し、必要
な時にその対応を依頼した。また、相談日を設け、校長に対し
て教職員の健康状態の把握を依頼し、校長が健康障がい等の
リスクがあると認める教職員には健康相談を受けてもらうなど、
教職員の心身の健康保持・早期対応に努めた。
○教職員ストレスチェック
　 教職員の自身のストレスの程度を把握し、また職場改善につ
なげ働きやすい職場づくりをすすめ、メンタルヘルス不調を未
然に防止するため、ストレスチェックを実施した。

〈成果〉
　 各小中学校の教育課題に応じて招へいし
たスーパーバイザーから、各校が年度当初
に掲げた教育課題に対して指導等を受ける
など、実践的な研修に取り組むことができ
た。
　 教育フォーラム、教育論文、新任教職員
研修など各種研修を実施するとともに、ICT
教育支援教員による支援を通し、教職員の
資質向上を図ることができた。
　 教員業務支援員の各校配置により、教員
が児童生徒の指導や教材研究等に注力す
る一助となった。
　学校保健安全法の規定により教職員に必
要な検査を実施することができた。
　 健康相談では、年間を通じて医師から助
言を受けられる体制を整えるとともに、相談
日を設け、校長を通して教職員の健康状態
の把握に努め、職員の健康保持・早期対応
ができた。
　 ストレスチェックを実施し、メンタルヘルス
不調の未然防止を図った。

〈課題〉
　 中総体や各校で行う現職研修等の兼ね
合いを考慮に入れると、夏季休業中の研修
開催日や参加対象者を調整することは難し
い。また、令和7年度で、令和4年度からの4
年1巡の研修の締めくくりとなるため令和8年
度以降の研修内容等について検討を行って
いく必要がある。
　 メンタルヘルス不調者を出さない職場環
境づくりをする必要がある。
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6 31-0502 情報化整備事業
（小学校）

児童､教職員 　 各小学校において、イ
ンターネット等情報化教育
の向上とその環境整備に
努める。

○個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向
け、 児童に1人1台配付されたタブレット端末等を活用した
学習指導や新しい時代の学びを支える学校内外の環境整
備等を進める。
〇情報機器の利用について、教職員の意向を反映した上
で機器の導入を行うとともに、利用しやすい環境整備を図
る。
〇ICT機器の利用、整備等については、教職員で構成した
ICT委員会で検討する。

55,592,730円 　校務の効率化及びICT教育推進のため環境整備を行った。

〇児童用端末借上・保守
　19,159,512円
○教職員用コンピュータ借上・保守
　6,520,938円
○学校図書館管理システム借上
　2,208,096円
○教育用ＩＣＴ機器借上・保守
　23,842,920円
〇コンピュータ等廃棄処分委託
　174,130円
○ソフトウェアライセンス使用(オフィスソフト）
　3,087,920円
〇授業目的公衆送信補償金
　599,214円

7 31-0503 情報化整備事業
（中学校）

生徒､教職員 　 各中学校において、イ
ンターネット等情報化教育
の向上とその環境整備に
努める。

 ○個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向
け、 生徒に1人1台配付されたタブレット端末等を活用した
学習指導や新しい時代の学びを支える学校内外の環境整
備等を進める。
〇情報機器の利用について、教職員の意向を反映した上
で機器の導入を行うとともに、利用しやすい環境整備を図
る。
〇ICT機器の利用、整備等については、教職員で構成した
ICT委員会で検討する。

27,839,157円 　校務の効率化及びICT教育推進のため環境整備を行った。

〇生徒用端末借上・保守
　9,175,608円
○教職員用コンピュータ借上・保守
　3,190,164円
○学校図書館管理システム借上
　705,144円
○教育用ＩＣＴ機器借上・保守
　12,243,840円
〇コンピュータ等廃棄処分委託
　16,830円
○ソフトウェアライセンス使用(オフィスソフト）
　1,568,160円
〇採点システム使用
　495,000円
〇授業目的公衆送信補償金
　444,411円

8 32-0301 学校地域連携事業 学校運営協議
会委員
スクールガード
登録者

　学校と地域がともに支え
あい、成長できるように学
校と地域住民の連携を推
進する。

○市内小中学校に学校運営協議会を設置し、学校と保護
者や地域住民がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を
反映させることで、一緒に協働しながら子どもたちの豊かな
成長を支える「地域とともにある学校づくり」を推進する 。
○各小学校を中心として、校区ごとに地域のボランテイアと
してスクールガードを募集し、学校と協力して児童の登下校
時の安全を見守る。また、登録されたスクールガードに対し
て、帽子、ベスト、横断旗を配布し、活動を支援する。
○児童生徒や地域の特徴をもとに、各学校が創意工夫を
凝らし特色ある教育活動を進める。

3,248,802円 ○学校運営協議会
　市内の各小中学校に設置し、学校と保護者や地域住民がと
もに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、一
緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を支える取組を実施
している。
　講師謝礼　　403,500円
　委員報償（図書カード）　　525,000円
　消耗品費（スクールガード分含む）　　1,334,484円
○特色ある学校づくり
　児童生徒や地域の特徴をもとに、各学校が創意工夫を凝らし
た特色のある教育活動を進めるために支援を行った。
　特色ある学校づくり協力員謝礼　601,000円
  消耗品費　299,058円
○夏休みわくわく自由研究コンテスト
　身の回りのものごとについてじっくりと考え、テーマを持って取
り組むことで、主体的に挑戦してみることや試行錯誤を繰り返し
ながら課題を解決するよさを実感させる環境づくりを進め、主体
的な課題解決に向かう姿勢を育成した。
　参加者数　698人
　報償費（図書カード）　2,000円
　消耗品費（参加賞）　83,760円
　

〈成果〉
　 学校運営協議会を学期毎に開催した。
　 学校運営協議会を通じて、学校と地域の
困り事などを互いに共有した。地域の方々
に学校ボランティアや伝統文化の講師を
担っていただいた一方で、地域行事等に多
くの子供たちが参加するなど、学校と地域の
連携による成果が見られた。
　
〈課題〉
　 学校運営協議会を通じて、学校と地域が
情報や課題を共有し、共通の目標の下で主
体性をもって「地域とともにある学校づくり」
を推進していくことが必要である。

〈成果〉
　 ＧＩＧＡスクール構想を推進するため、　令
和5年度からICTに精通した教員OBをICT支
援教員（会計年度任用職員）として配置し、
各学校を巡回し、教員への技術支援を行っ
た。また、夏季休業中に行う教職員向けの
研修においてICT教育支援教員が講師とな
り、GIGAスクール構想についての講義及び
授業支援アプリの使い方研修を行った。
　
〈課題〉
　 ICTについては、学校ごとや教員ごとで活
用状況に差があることが課題となっている。
ICT委員会やICT教育支援教員等による継
続的な技術支援が必要である。また、文部
科学省はICT活用のために、クラウドの活用
を推進しており、ICT機器の操作環境を更新
していくことを見据えて、教職員のICTに関
する力量を向上させる必要がある。
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学校給食センター　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

1 31-0301 学校給食センター
運営事業

小中学校児童
生徒

　 安全安心、衛生的でお
いしい給食を継続的に供
給する。

 ・ 食品衛生管理や多様な給食メニューの提供など、民間の
スキルやノウハウを活用して効率的な運営を図るため、調
理・配送業務を専門業者に委託する。
 ・ 学校と連携し、アレルギーのある児童・生徒の状況を確
認、検討のうえで卵、乳のアレルギー対応給食を提供する。
 ・外部講師による食育講座の開催、地元野菜農家等とのふ
れあい給食の実施、その他学校及び委託業者と連携を図り
食育事業を進める。

537,659,916円    学校給食センターで、小学校9校、中学校3校の学校給食
を実施した。
○給食実施日                  　　　　　  　　    　  　190日
○給食実施数       　　　　　　 　　　 　 　　 1,297,185食
○アレルギー対応給食提供対象者数      　    　 79名
 　　　　内訳    　    小学校　　62名     中学校     17名
○主な食育事業
 ・ 食育講演会　　　　　　　　　　　　 　　   7、11、2月実施
 ・ 学校給食試食会　　　　　　　　　　　　　7、11、2月実施
 ・ ふれあい給食　　　　　　　　　　　　  　　  　 6、1月実施
　　（城山小学校、旭丘小学校）
 ・ 給食センター探検ツアー　　　　　　　　　　　　 8月実施
 ・ 親子料理教室　　　　　                 　  　　5、12月実施
 ・ 給食応募献立（選考会）　　　 　　　 　   　　　　8月実施
 ・ あさぴースマイル給食　　　　   毎月2回（8月除く）実施
 ・ もっと！あさぴースマイル給食28 　　　　　　 12月実施
 ・ あさぴーお祝い献立　　　　　　　　　　　　　 　 11月実施
 ・ おはなし給食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1月実施

○食育施設の利用人数  　　　　　        　 　　    1,434名

　

2 31-0302 学校給食センター
維持管理事業

学校給食セン
ター

　 施設や設備機器の監視
点検及び修繕

　 安全で安心な学校給食を安定的に提供するため、施設
や設備機器の監視点検及び修繕を実施する。
（主要活動内容）
①　施設、機器等修繕 ・・・施設、設備、故障した機器を修
繕する。
②　空調設備保守委託・・・空調設備全体の点検、調整、清
掃等を実施する。
③　給湯設備保守委託・・・給湯設備の点検調整、監督官庁
への報告等を実施する。
④　昇降機保守委託　 ・・・昇降機の点検調整、監督官庁へ
の報告等を実施する。
⑤　調理機器点検委託・・・給食調理、洗浄等に使用する機
器の点検等を実施する。
⑥  厨房除害設備（排水処理設備）保守点検委託・・・関連
機器の点検調整清掃等を行い、放流水について水質検査
を行い、排出水が関係法令に適合するよう管理する。

106,982,172円 ○主な事業費
 ・ 光熱水費　　　　　　　　　 　 　　      53,115,084円
 ・ 施設、機器等修繕    　　　　　    　 32,089,926円
　（内、オーバーホール分　　 　 　    17,787,000円）
 ・ 空調設備保守委託　　　　　  　      　3,390,200円
 ・ 給湯設備保守委託　　　　　  　      　1,045,000円
 ・ 昇降機保守委託　　　　　  　      　　 1,144,000円
 ・ 調理機器点検委託　　　　　　　　　  　  780,120円
 ・ 厨房除害設備保守点検委託　　　　　  950,400円

〈成果〉
　 給食業務の時間帯や実施期間を考
慮し、施設や設備機器の点検・修繕を
行うことで支障なく給食を提供できた。
　 調理機器等の経年劣化による故障を
防止するため、厨房機器更新計画に基
づき、厨芥処理機一式及び真空冷却機
2台のオーバーホール、フードスライ
サー2台の更新を実施した。

〈課題〉
　 点検結果に基づき、厨房機器更新計
画を随時見直す必要がある。
　 施設や設備機器についても計画的に
修繕・更新を行うため、計画書の作成が
必要である。

〈成果〉
　 一般給食のほか、アレルギー（卵・
乳）対応給食を実施をすることで、対象
者に対して安全な学校給食を提供し
た。乳アレルギーではないが、飲用牛
乳を摂取すると体調不良等を引き起こ
す児童生徒7人に対して、調製豆乳を代
替食として提供した。
　 副食（おかず）から食物の8大アレル
ゲンを除去した「あさぴースマイル給
食」や、アレルゲン特定原材料等28品
目を除去した「もっと！あさぴースマイ
ル給食28」を提供することにより、食物
アレルギーに対する理解を深めた。
　食育講演会、学校給食試食会、給食
センター探検ツアー、親子料理教室を
実施し、学校給食への関心と理解を推
進した。
　 給食応募献立や市の特産品を活用し
た給食を提供したり、新たに大学と連携
したおはなし給食を実施し、食育推進と
読書奨励を図った。
　 あさぴー20周年記念事業として、地
元農産物をふんだんに使用したお祝い
献立を提供した。
　ふれあい給食では地域の農産物を使
用し、地元生産者等の講話を聴くことに
より、生産者への感謝の気持ちと地産
地消への理解を深めた。

〈課題〉
　 物価高騰等の影響が続く中、栄養バ
ランスや量を保った学校給食を維持で
きるよう安定的に食材費を確保する必
要がある。

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要
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生涯学習課　　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

1 32-0101 家庭教育・地域教
育推進事業

子どもと保護
者
地域住民

　 講座・教室・イベント等
を通じて、家庭教育・地域
教育への理解を深めると
ともに、子育ての仲間づく
りや地域づくりを行う。

【家庭教育学級】
対象：家庭教育に関心のある者
 ・ 小学校9校区で学級を編成し、年2～3回程度の家庭
教育と仲間づくりの教室を教室生の自主運営で開催す
る。
 ・ 保護者の負担を軽減するため、市が企画・運営する
合同学級を年3回程度開催する。

【思春期子育て講座】
対象：思春期の子の保護者、家庭教育に関心のある者
 ・ 思春期の特徴や心や体の変化を学ぶ講座を2期に分
けて開催する（前後期3回程度）

【親子ふれあい教室】
 ・ 親子で体験学習を行い、ふれあいを深める教室を開
催する。

【地域の教育力推進事業費補助金】
 ・ 家庭、学校、地域、企業等が相互に連携・協力し、地
域ぐるみで未来を担う子どもたちを健やかに育む力「地
域の教育力」の向上を図る活動を行う団体に対して、補
助金を交付し活動を支援する。

【民踊講習会】
 ・ 地域の盆踊りを盛り上げる盆踊り講習会を行う。

【少年少女発明クラブ】
 ・ 児童、生徒がものづくりを通じて、発明・くふうの楽しさ
を学び、創造性豊かな人間形成を図る場を提供する。

947,783円 ○家庭教育学級（合同家庭教育学級の開催を含む）
9学級、延べ開催26回、学級生153人、延べ参加者537人

○思春期子育て講座
8回開催（前期、後期各4回）、受講者67人、延べ参加者114人

○親子ふれあい教室
●星空教室（対象小中学生と保護者）
参加者8組26人
●プログラミング教室（対象小学1～2年生と保護者、小学3～
4年生と保護者）
2コース、4回開催、延べ参加者60人

○地域の教育力推進事業費補助金
3件、4回開催、延べ参加者399人

○民踊講習会
1回開催、参加者数88人

○少年少女発明クラブ（対象小学4年生～中学3年生）
 ・ 基本コース前期、6回開催、延べ参加者110人
 ・ 基本コース後期、6回開催、延べ参加者97人
 ・ マイクロビットコース、4回開催、延べ参加者22人
 ・ ステップアップコース、10回開催、延べ参加者69人
あいち創意くふう展へ8点出品（うち1点表彰）
 ・ 夏休み工場見学、1回開催、参加者44人
 ・ 教育支援ルームとの共催講座、3回開催、延べ参加者29人
 ・ オープンクラス（「学校ホリデー」に実施）、1回開催、参加者
30人
 ・ 少年少女発明クラブ体験講座（生涯学習フェスティバル事
業）、1回開催、参加者40人

〈成果〉
　 対面とオンライン受講を併用する講座を
設け、家庭教育・地域教育に関する学習の
機会を提供することができた。
　 家庭教育学級では、各学級の講座回数
を4回程度から3回程度に減らし、市主催の
合同学級を1回から4回に増やすことで、保
護者の負担軽減を図った。
　 少年少女発明クラブでは、市内事業者9
者から寄付等の協力があった。

　　　　　　　　　    　 R5　   ⇒　Ｒ6
家庭教育 　 　 延べ537人 ⇒延べ537人
思春期　　　　  延べ  97人 ⇒延べ114人
親子ふれあい 延べ  77人 ⇒延べ  86人
地域の教育力 延べ 253人⇒延べ399人
民謡講習会　 　　　  101人⇒　　　  88人
発明クラブ  　   延べ345人⇒延べ441人

合計　　　　  延べ1,410人⇒延べ1,665人
　　　　　　　　　　　　　　　　　（255人増）

〈課題〉
   家庭教育学級では、学級生の負担軽減
について検討する必要がある。
 　少年少女発明クラブでは、将来にわたり
継続的に事業を展開するため、今後も、市
内事業者へ寄附金などの協力を呼びかけ
る必要がある。

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要
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生涯学習課　　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要

2 32-0108 二十歳の集い開催
事業

20歳を迎えた
方

　 20歳を迎えた方を祝
い、大人としての責任と将
来の担い手としての自覚
を持ち、社会の一員とし
て責任ある行動がとれる
ように願い、二十歳の集
いを開催する。

　 中学校区単位で、二十歳を迎えた方の代表を含む実
行委員会（二十歳を迎えた方代表：10～15名、事務局：
生涯学習課）を組織し、二十歳の集いの事業内容を企
画運営する。
　※ 実行委員会の打合会には、生涯学習課職員が指導
員として出席し助言する。（4回程度）
　※ 前年9月末現在、本市に住民票のある対象者に対
して郵送により通知する。

○開催日
　祝日「成人の日」の前日の日曜日（3連休の中日）。
　（H17年度から日曜開催）
○内容
　第1部式典：式辞、祝辞、お礼の言葉等
　第2部集い：二十歳の集い実行委員が企画･運営を行う
※Ｒ2～4年度はコロナ対策により第1部式典のみ実施
○実施体制
　職員30名程度、婦人会、旭着物着付け同好会等の協
力あり
○その他
　記念品（二十歳の集い実行委員が選定）
　選挙・献血等に関するパンフレット、啓発物品など
○開催場所
　旭中学校区：文化会館（R6年度から変更）
　東中学校区：東部市民センター
　西中学校区：渋川福祉センター
　※H10年度から、3中学校区分割開催
　※コロナ対策によりＲ2～4年度は東、西中学校区の会
場を変更

2,202,342円 　 二十歳を迎えた方の代表による実行委員会を立ち上げ、校
区ごとで式典・集いを企画から携わって開催することにより、
大人としての自覚を促す場とした。

○開催日：令和7年1月12日（日）　午後1時30分～3時30分
○対象者　　　835人
○出席者　  　669人
○出席率　　　80.1％
○出席者内訳
旭中学校区　文化会館　  　 　 　 出席者　265人 (76.8％)
東中学校区　東部市民センター　出席者　215人 (80.8％)
西中学校区　渋川福祉センター　出席者　189人 (84.4％)

〈成果〉
　 出席率は80.1％で、前年と比べて3.2ポイ
ント減少した。
　 旭中学校区の開催場所については、市
公共施設（旭中学校体育館→文化会館
ホール）を使用することとし、学校活動（部
活動等）に影響のないようにした。
   旭中学校区では、20歳を迎える参加者と
ともに20歳の誕生日を迎えたあさぴーを招
待し、一緒に祝った。
　
〈課題〉
 ・ 対象者が減少傾向にあることから、令和
7年度（令和8年）から1か所開催となるた
め、駐車場の混雑解消や参加者のスムー
ズな誘導を図る必要がある。
 ・ 1か所開催にあたり、今後の開催方法を
検討する必要がある。

3 33-0305 生涯学習活動推進
事業

市民等 　 生涯学習の認知度が
高まり、生涯学習に取り
組む市民等が増加し、意
欲が高まるよう支援す
る。

【生涯学習フェスティバル】
　 約6週間(2～3月)のフェスティバル期間を定め、庁内
の関係各課や市内社会教育団体、大学等と連携し、講
座や講演会、舞台発表、作品発表、イベントなどを集中
的に開催する。

【天体観測事業】
　 望遠鏡で星等を見る機会を提供することにより、市民
等の天文・宇宙に対する興味を深める。
○親子天体観測教室
　 年9回開催予定（市内教諭等担当）
○夜間天体観望会
　 第1・2・3・4日曜日夜間開催予定（小学校出張観望会
含む）
　 （スカイワードあさひ星の会担当）
○太陽観望会
　 火・土・日・祝日の昼間開催予定
　 （生涯学習アドバイザー担当）
など

【天体観測室維持管理】
　 天体観測室及び望遠鏡等の定期的なメンテナンス及
び修繕等を行い、良好な観望環境を維持する。

3,791,692円 〇第30回生涯学習フェスティバル
 ・ 期間
令和7年2月15日～3月23日（37日間）
 ・ 事業
21事業（うち1事業（救命講習定期開催）は中止）
 ・ オープニングイベント
第1部:男女共同参画推進フォーラム共催「青木さやかさん講
演会」
第2部:ピアノとヴァイオリンによるクラシックコンサート
 ・ 参加者
約4,600人

〇天体観測事業
 ・ 親子天体観測教室　　　　　　 5回、　  98人
 ・ 夜間天体観望会  　　　　　　 34回、1,722人
 ・ 太陽観望会 　　　　　　　　  134回、 6,964人
 ・ コズミックカレッジ 　　　　　　  1回、　　 50人
 ・ その他事業  　　　　　　　　　　5回、　　 65人
　　　　　　　　　　　　　　 　計   179回、 8,899人

〇天体観測室維持管理
　 経年劣化している「天体望遠鏡」の鏡面再メッキ加工及び
「天体ドーム」のオーバーホールを実施した。
 ・ 天体望遠鏡保守委託料　 1,130,800円
 ・ 天体ドーム保守委託料    1,056,000円

（成果）
　 30回目の生涯学習フェスティバルを記念
して、オープニングイベントを盛大に開催
し、生涯学習のきっかけづくりができた。
　 経年劣化している「天体望遠鏡」及び「天
体ドーム」を改修することができた。

（課題）
 　今後も、より多くの市民に生涯学習への
参加のきっかけづくりとなるよう生涯学習
の推進を図る必要がある。
 　天体観測事業では、尾張旭市天体観測
教室開催員会への委託方法を含め、あり
方を検討する必要がある。
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生涯学習課　　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要

4 33-0104 公民館講座開催事
業

市民 　 市民ニーズに対応した
講座を開催する。

　 市民の多様な学習意欲に応じるため、各種の講座を
開催する(公募講師による市民塾、地区公民館等で開催
する地域ふれあい講座、選任講師による外国語講座及
び公民館講座（スマホ講座など）。
　 令和４年度から「24-0103　成人大学講座開催事業」を
統合し令和６年度から「24-010７　高齢者教室開催事
業」を統合した。

<周知方法>
    受講者の募集は、市ホームページで周知するととも
に、広報と併せてチラシを全戸配布する。申込み先は公
民館。応募者多数の場合、公開抽選。
　 地域ふれあい講座は、開催公民館で随時、募集する。
　 市民塾講師は、11月頃ホームページ、広報等により募
集する。

5,531,732円 　公募講師による市民塾を中心として趣味、教養、語学、パソ
コン等の各分野にわたって各種講座を実施した。また、各地
区公民館等を会場として、地域住民を対象に地域ふれあい講
座を開催した。

〇公民館講座（主なもの）
 ・ 市民塾　　　   　   50講座、 278回開催、延べ　1,763人受講
 ・ 地域ふれあい     41講座、   54回開催、延べ   　549人受講
 ・ スマートフォン教室  6講座、 16回開催、延べ     111人受講
 ・ 成人大学講座　 　  6講座、  36回開催、延べ     912人受講
　　　 　　 計　   　  121講座、 455回開催、延べ　 3,854人受講

〇高齢者教室
 ・ 講話　　　　　　　　　   12回開催　　延べ　 512人受講
 ・ 健康体操クラブ        18回開催　  延べ　 502人受講
 ・ はがき絵クラブ　　　　 9回開催　  延べ　 126人受講
 ・ チャレンジクラブ　　 　 9回開催　  延べ　 154人受講
　　　　 　計　　　　　　　  48回開催　  延べ 1,294人受講

〈成果〉
　 自身の特技や経験を活かした公募講師
や専門的な知識や技術を備えた選任講師
等による、多種多様な内容の各種講座を
開催したことにより、受講者が増加した。

　　　　　　　　　　　　 R5　　⇒　R6
〇公民館講座
受講者人数　延べ3,496人⇒延べ3,854人
             　　　　　　　　　　　（358人増)
〇高齢者教室
受講者人数　延べ1,433人⇒延べ1,294人
             　　　　　　　　　　　（139人減)

〈課題〉
　市民の多様なニーズに応じた、魅力ある
講座の企画のために、新たな講師の発掘
など、内容や開催方法の検討を進めていく
必要がある。

5 33-0302 公民館維持管理事
業

市民、公民館 　 適切に施設の維持管
理を行う。

　市民が安全に利用できるよう、施設や設備機器の保守
点検及び修繕を行い、適切に公民館の維持管理をす
る。

109,016,636円 ○利用実績　　　　　　　利用人数
 ・ 中央公民館　　　　　 127,142人
 ・ 三郷公民館　　　　　　  6,856人
 ・ 藤池公民館　　　　　　16,961人
 ・ 瑞鳳公民館　　　　　　15,147人
 ・ 平子公民館　　　　　　16,650人
 ・ 本地原公民館　　　 　10,874人
 ・ 渋川公民館　　　　　　23,619人
 ・ 白鳳公民館　　　　　　13,193人
 ・ 旭丘公民館　　　　　　23,047人
 ・ 宮浦公民館　　　　　　10,790人
　　　　　計　　　　　　 　 264,279人

○主な事業費
 ・ 光熱水費                              18,240,170円
 ・ 修繕料　　                               5,534,683円
 ・ 館内清掃委託料                   　 4,264,624円
 ・ 空調機保守委託料                   4,528,300円
 ・ 施設管理業務委託料　　　　　　 58,527,790円
 ・ 諸施設整備工事      　　　　　　　 3,184,060円

〈成果〉
　 故障や不具合を未然に防ぐため、保守
点検を実施した。また突発的な故障にも迅
速に対応し、市民の利用に支障なく修繕す
ることができた。

〈課題〉
　 経年劣化に伴う施設や設備機器の老朽
化への対応や、故障を未然に防ぐため、日
常点検や保守点検を強化する必要があ
る。各公民館は設置後約30年が経過して
おり、修繕を必要とする箇所も増加してい
るため、故障による支障がないよう、適正
な管理に努める必要がある。

6 33-0303 公民館整備事業 市民、公民館 　 適切に施設の整備を行
う。

　公共施設修繕計画等に基づき、老朽化した設備等の
改修・更新を行い、安全、安心な利用環境を整備する

32,116,126円 〇主な整備事業
 ・ 下水道切替工事設計業務委託　　　　　425,126円
 ・ 空調設備改修工事設計業務委託　　 6,930,000円
 ・ トイレ改修工事設計業務委託　　　　16,788,200円
 ・ 平子公民館・児童館外壁改修工事　 7,972,800円（公民館
分）

〈成果〉
　 老朽化した施設の改修工事や設計を行
い、利用者の利便性の向上と利用環境の
改善ができた。

〈課題〉
　 施設や設備等の改修・更新は、長い期
間や多額の経費を必要とする場合もある
ため、計画的に行う必要がある。また、誰
もがより利用しやすい施設とするため、公
民館の在り方について、検討する必要があ
る。
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図書館　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

1 33-0401 読書奨励事業 市民 　 子どもや保護者、一般
市民が図書館を利用し、
読書に親しめるよう、各種
の催し物を開催する。

 ・ 読書奨励及び図書館の利用推進を図るため、各種催し物
を開催する。

 ・ 市子ども読書活動推進計画により、子どもの読書を推進
する事業を実施する。

486,565円 　読書の推進と図書館の利用促進を図るため、各種事業を
実施した。

○主な催し物の内容（開催回数、参加者数等）
 ・ 各種おはなし会　　　　　　　10事業（ 95回、 1,696人）
 ・ 読書奨励講座　　　　　　　　 1事業（　 1回、 　　15人）
 ・ 図書館見学・体験学習等　　5事業（  16回、 　877人）
 ・ ナイト図書館（夏）　 　　　 　  1事業（　 1回、　 252人）
 ・ 図書館福袋貸出事業　　 　  1事業（　 1回、　　 20人）
 ・ 大学連携事業　　　　　　　　　1事業（　 1回、　　 19人）
 ・ 学校との連携事業　　　　　   3事業（ 30回、  5,517人）

○読書通帳配布
 ・ 読書通帳（中学生以上向け）　 　 43冊
 ・ あさぴーこども読書通帳　　　　2,164冊

〈成果〉
　 資料貸出業務のほか、各種催し物を
行うことで読書活動を推進し、来館者
200,251人に図書館をより身近に感じて
もらい、図書館利用促進と読書等に親
しむ機会を提供できた。
　 こうした催し物は、大学等との連携
や、ボランティアの協力により開催する
ことができた。

〈課題〉
　 少子化が進み、子どもの読書離れが
進んでいる。学校図書館との連携を強
化し、子どもの読書環境の整備を進め
るほか、各種おはなし会を継続し、対象
となる市民の年齢層等にも配慮しなが
ら安心して参加できる催し物を企画開
催する。

2 33-0403 図書館資料提供事
業

市民 　 市民の生涯学習や余暇
活動を支援するため、新
刊や市民から要望のある
資料を中心に収集し、提
供する。

図書、雑誌、視聴覚資料、新聞等の図書館資料を収集（購
入・寄贈）・除籍する。
 ・ 図書館資料の貸出し
 ・ 図書館資料の管理、保存
 ・ 予約・リクエスト
 ・ 相互貸借
 ・ レファレンスサービス業務（調査支援業務）
 ・ 地区公民館における返却・予約図書取次サービスの実施
 ・ ボランティアの協力（図書装備・修理、書架整理等）

27,386,799円 　図書館資料の充実を図るため、新刊を中心とした図書や
新聞、雑誌、視聴覚資料等を購入し提供した。
○購入資料内訳
 ・ 図書          　合計  8,752点
　 一般書　            　  5,013点
　 児童書　             　 2,728点
 ・ 雑誌　                　 1,011点
 ・ 視聴覚資料   合計　　  92点
  　ＣＤ 　　               　  　50点
　  ＤＶＤ　                    　42点
 ・ 新聞　　　　　        　 　 11紙
○雑誌スポンサー 　     310点（27誌）
○地区公民館等での図書取次ぎサービス
 ・ 返却図書回収　　　 18,060点
 ・ 予約図書貸出し　　 10,488点

〈成果〉
　 新刊や利用者からのリクエスト資料を
中心に購入し、利用者に提供できた。
　 在館資料をインターネットから予約
し、地区公民館等へ図書館資料を配送
する取次サービスにより、読みたい本を
近くの地区公民館等で受け取ることが
でき、図書館への来館が困難な方が自
宅で読書に親しむ機会を提供できた。
　
　
〈課題〉
　 利用者に様々な情報を提供するため
資料を購入してきたが、現在の施設で
は閲覧・蔵書スペースに限りがあるた
め、快適に利用できるよう努める必要が
ある。
　 スマートフォンの普及による読書スタ
イルの多様化、何らかの事情により図
書館への来館が難しい方などすべての
人にも使いやすい電子図書館の導入に
ついて検討を進める。

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要
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文化スポーツ課　点検評価シート

６年度
決算額

説　　　　　　明
６年度

担当課　評価欄

1 34-0102 スポーツイベント運
営事業

市民（在住・在
勤・在学者）

　 スポーツイベントに参加
することが健康増進や生
きがいづくりとなるよう、ス
ポーツイベントの開催や、
スポーツイベントへの参加
を行う。

○市スポーツ協会へスポーツイベント（市民スポーツ大会・
ジョギング大会・ゴルフ大会）の運営委託を行う。

＜市民スポーツ大会＞
 ・ 大会期間　　　　　　　　 4月下旬～10月中旬
 ・ 種目数　　 　　　　　　　 21種目
　
＜市民ゴルフ大会＞
 ・ 大会日　　 　　　　　　　 10月　第4金・土曜日

＜ジョギング大会＞
 ・ 大会日　　　　　　　　　　 1月　最終日曜日

＜愛知万博メモリアル愛知県市町村対抗駅伝競走大会事
業＞
  愛知県内各市町村の交流、県民スポーツの振興を目的と
して実施されるこの駅伝大会に、尾張旭市から代表選手を
選出し、大会に参加する。

＜ニュースポーツ体験会＞
 ・ 市民が身近に、気軽にスポーツにふれあえるように、
ニュースポーツの体験会を開催する。
 ・ 体験会当日はスポーツ推進委員が運営を行う。
 ・ 参加料：無料
 ・ 種　 目：コーディネーショントレーニング、あさビーチなど
 ・ 会　 場：市内全小学校体育館等

＜あさひ軽々楽々ウォーキング＞
 ・ 基礎体力づくりにつながるウォーキングに気軽に参加で
きるよう、ウォーキング大会を開催する。
　大会当日はスポーツ推進委員が運営を行う。
 ・ 参加費：無料
 ・ 定　員：先着100人

4,452,270円 ○スポーツ推進委員の企画、運営によるスポーツ体験会等を
開催
○スポーツ競技力の向上と市民の健康増進を図るため、市
民スポーツ大会の運営を市スポーツ協会へ委託した。

＜第71回市民スポーツ大会＞
 ・ 開催期間　　 5月12日（日）～10月14日（月・祝）
 ・ 種目数　　　  21種目
 ・ 参加者数　　 3,547人
＜第43回市民ゴルフ大会＞
 ・ 開催日　　　　10月25日（金）、26日（土）
 ・ 参加者数　　 253人（148人（金）、105人（土））
＜第39回市民ジョギング大会＞
 ・ 開催日　　　　令和7年1月26日（日）
 ・ 参加者数　　  1,268人
　　　　　　　　 　　0.7km 289人、2km  528人
　　　　　　　　　　 5km　 120人、10km 203人
＜愛知万博メモリアル駅伝＞
　第17回愛知県市町村対抗駅伝競走大会
　　　正・補欠選手　　18人
　　　市の部　38チーム中18位
＜ニュースポーツ体験会＞
 ・ 11回　　参加者 1,984人
 ・ 市内全小学校体育館に加え、市民祭会場と総合体育館で
ニュースポーツフェスティバルを開催した。
＜シニア向けニュースポーツ体験会 ＞
 ・ 2回　　参加者 29人
 ・ 高齢者を対象としたニュースポーツ体験会を開催した。
＜あさひ軽々楽々ウォーキング＞
 ・ 11月24日（土）開催　参加者28人
　スカイワード～渋川神社～どうだん亭をめぐる約4キロの
コースで実施した。どうだん亭では紅茶を提供し、「トモカツ
ウォーキング」として参加者同志の交流を促進した。

〈成果〉
 　市民スポーツ大会、市民ゴルフ大会
及びジョギング大会を開催し、5,068人
の市民等がスポーツに親しみ、健康づく
りに取り組むことができた。
　 市民スポーツ大会ではlogoフォーム
によりインターネット申込を開始し、参加
者の申込の負担を軽減することができ
た。
　 市内全小学校や市民祭で開催する
ニュースポーツ体験会や、総合体育館
でのニュースポーツフェスティバル、高
齢者を対象としたシニア向けニュース
ポーツ体験会を開催し、2,013人の方に
ニュースポーツを紹介した。

〈課題〉
　 全体的に以前より大会への参加者が
減っていることから、内容や申込方法を
工夫する必要がある。
　 ウォーキングイベントや市内小学校で
開催するニュースポーツ体験会は年々
参加者が減っていることから、内容を見
直す必要がある。

事務事業のうち主要な業務
評価
番号

事務事業
コード

事務事業名 対象
事務事業の
簡単な説明

事務事業の概要
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2 34-0201 スポーツ活動推進
事業

スポーツ推進委
員、スポーツ協
会加盟団体、全
国大会出場者

　 スポーツ活動を行う団
体や市民が目的や目標に
向かって活動できるよう支
援するため、スポーツ協
会、スポーツ推進委員会
の活動を支援するととも
に、全国大会出場者等に
激励費を支給する。

○スポーツ推進委員（20名で構成）にて年間計画を作成し、
それに基づきスポーツ普及活動等を実施する。
＜スポーツ推進員派遣 ＞
 ・ 地域の各種団体（自治会・町内会・子ども会など）からの
要請を受け、スポーツ推進委員の派遣を行う。
 ・ 開催当日は、要請団体の役員等が中心となって運営し、
スポーツ推進委員がスポーツの実技指導を行う。
 ・ 参加費：無料
○より多くの市民が自らスポーツに取り組めるよう、社会体
育の普及振興、競技力向上と健全なアマチュアスポーツの
普及を図るための各種事業を推進する市スポーツ協会及
びその加盟団体へ補助を行う。また、各種運営事業の委託
を行う。
 ・ 令和4年度
　　　登録団体数：20競技団体　会員数：4,008人
 ・ 令和5年度
　　　登録団体数：20競技団体　会員数：4,171人
＜スポーツ指導者育成事業＞
　 スポーツ活動を推進する指導者の育成及び資質向上を
図る。
＜少年スポーツ育成事業 ＞
　 児童生徒等の健康の保持増進と体力の向上を図るた
め、スポーツ活動を推進する。
＜スポーツ大会選手派遣事業 ＞
　 競技力向上等を図るため、優秀な成績を収めた選手及び
チームを、全国大会、愛知県青年体育大会等の大会へ派
遣し、その費用の一部を助成する。（愛知県青年体育大会
等）
＜児童期の運動機会創出事業＞
　 児童期の運動機会を創出するため、スポーツ活動を推進
する。
○全国大会等出場者に激励費を交付する。

6,747,965円 ＜スポーツ推進員派遣 ＞
 ・ 2回　　参加者1,083人
＜スポーツ協会加盟団体＞
 ・ 21団体
　 軟式野球連盟、弓道連盟、剣道連盟、卓球協会、ソフトテニ
ス連盟、テニス連盟、レクリエーションバレーボール連盟、バド
ミントン連盟、ソフトボール連盟、サッカー協会、バスケット
ボール協会、 バレーボール協会、スポーツ少年団、グラウン
ド・ゴルフ協会、　エスキーテニス協会、ビーチボール協会、空
手道連盟、ゴルフ協会、
　陸上競技協会、クレー射撃協会
＜会員数＞
 ・ 4,058人
○スポーツ活動を推進する指導者の育成とスポーツ競技力
の向上を図るため、スポーツ大会への選手派遣事業及びス
ポーツ指導者の育成事業を市スポーツ協会に委託した。
＜スポーツ指導者育成事業＞
 　実施スポーツ団体数　17団体
 　参加者数　　　　　　　　延べ　5,016人
＜少年スポーツ育成事業＞
　  実施スポーツ団体数　7団体
　  参加者数　　　　　　　　延べ 2,256人
＜スポーツ大会選手派遣事業＞
 ・ 第30回愛知スポレクフェスティバル
　　　出場種目数　1種目
　　　出場者数　　 9人
＜児童期の運動機会創出事業＞
　 実施スポーツ団体数　　 7団体
　 参加者数　　　　　　　　　 延べ　　150人
○全国大会等出場者129人に激励費を交付した。
　 全国大会出場者　　120人（個人118人、団体2）
　 国際大会出場者　  　　9人（個人9人）

〈成果〉
 　スポーツ推進員派遣により、連合自
治会や子ども会などと連携をとり、子ど
もや高齢者にスポーツ活動の機会を提
供した。
　 市スポーツ協会との連携によりス
ポーツ活動を推進する指導者の育成と
スポーツ競技力の向上が図られた。
　令和6年度から新たに児童期の運動
機会事業を開始し、7団体により延べ
150人の参加があった。
 　全国大会等出場者129人に対し激励
費を交付し、スポーツ活動に励む市民
の支援を行った。また、その内23人とは
市長への表敬訪問を実施し、大会参加
の激励とおわりあさひＮＥＷＳによるPR
を行った。

〈課題〉
 　スポーツ協会の加盟団体の中でも人
数が少なくなったり、高齢化などの影響
で育成することが大変な団体もあること
から引き続き支援を継続する必要があ
る。
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3 34-0305 スポーツ施設管理
運営事業

スポーツ施設利
用者

　 体育施設の維持管理や
安全性、利便性を高める
ための整備、改修を行う。
体育施設の不足を補うこ
とを目的として、学校体育
施設の空き時間帯を利用
して、一般利用者への貸
し出しを行う。

○体育施設の維持管理業務を円滑に遂行するために、各
施設の整備、改修工事等を実施していく。

○平成20年4月1日から指定管理者による管理に移行
＜指定管理者の業務＞
 ・ 施設の運営に関する業務
 ・  施設の管理に関する業務
 ・ スポーツ教室に関する業務
 ・ その他の業務
＜指定管理者による管理運営各体育施設＞
 ・ 総合体育館
 ・ 城山体育施設（野球場、テニスコート、弓道場）
 ・ 旭ヶ丘体育施設（グランド、テニスコート、キャンプ場）
 ・ 晴丘体育施設（グランド、テニスコート）
 ・ 南グランド
 ・ 市民プール

○平子北グランド、市民プール広場及び平子町仮設広場に
ついては、有効に使用できるよう整備等を行う。

○学校の体育施設を開放し、地域スポーツ、生涯スポーツ
の活動を支援する。
＜小学校体育施設＞
 ・ 全ての小学校で体育施設を開放（運動場9面・体育館9
館）
 ・ 学校体育施設開放運営委員会を設置し、円滑な開放事
業を行っている。
　運営委員会の構成
　　校区住民及び利用者の代表、スポーツ推進委員、管理
　員、開放学校の教職員など
＜中学校体育施設＞
 ・ 全ての中学校で体育施設を開放（運動場3面・体育館3
館）

122,230,210円 ○施設の主な改修工事
 ・ 城山野球場改修工事　　　契約額：18,681,300円
○体育施設（市民プール含む）
 ・ 指定管理者　ハマダスポーツ企画株式会社
 ・ 指定期間　　令和4年度～令和8年度
＜体育施設（市民プール除く）＞
 ・ 指定管理者による各種スポーツ教室を開催
　　45教室、参加者1,781名　・利用人数　406,053名
　＜市民プール＞
 ・ 開場期間　7月1日～8月31日
 ・ 指定管理者による教室を開催
　　5教室　参加者313人　・入場者数　21,098人
○平子北グランド　    ・利用者数　5,531人
○市民プール広場　  ・利用者数　1,570人
○平子町仮設広場    ・利用者数　9,650人
○学校の運営管理に支障がない範囲において、地域スポー
ツ活動及び生涯スポーツ活動の場として学校体育施設を開
放した。
＜小学校体育施設＞
 ・ 利用日数等　　  　延べ　13,918時間
　　　　　　　　　　　　  延べ　 3,317日
 ・ 利用者数　　　     98,904人
＜中学校体育施設＞
 ・ 利用日数等　　　　延べ　1,918時間
　　　　　　　　　　　　　延べ　960日
 ・ 利用者数　　　   　35,037人

〈成果〉
　 城山野球場改修工事が完了し、内野
に本格的な黒土を入れ排水を改善し、
本格的な野球教室を実施する環境を整
備した。
　指定管理者により市民ニーズにあっ
たスポーツ教室の開催や安全で快適に
利用できる施設の提供ができた。
 　全体育施設の利用者は前年度より
59,556人増加した。（4年度422,706人、5
年度395,854人）
　 小学校利用者は前年度より4,873人
増加し、中学校利用者は3,331人増加し
た。（4年度127,964人、5年度136,168
人）

〈課題〉
 　 体育施設の老朽化に対して必要な
修繕工事等を計画的に実施する必要が
ある。
 　今後も利用者が安心で快適に施設を
使うことができるよう指定管理者と連携
をとり、適切な施設の維持管理に引き
続き努める必要がある。
 　備品や施設の破損があった時に、報
告が遅れ学校に迷惑をかけてしまった
こともあることから、利用者には責任を
もって使うことを呼びかける必要があ
る。
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4 34-0103 無形民俗文化財保
護育成事業

無形民俗文化
財保存会

　 市指定の無形民俗文化
財を保護するとともに後継
者の育成を行うため、保
存会の指導、支援を行う。

○無形民俗文化財保存会
　
 ・  尾張旭市棒の手保存会（5流派）
　　　無二流、検藤流、直心我流、東軍流、直師夢想東軍流
 ・  尾張旭市打はやし保存会（3地区）
　　　井田地区、庄中地区、印場北島地区
 ・ 尾張旭市ざい踊保存会（2団体）
　　　鳳采会、みさと会
 ・ 尾張旭市馬の塔保存会（4地区）
　　　印場地区、新居地区、稲葉地区、三郷地区
　
以上の団体に対し、無形民俗文化財の保存継承及び後継
者の指導育成に関することを委託している。

2,924,000円 ○市及び県指定無形民俗文化財（棒の手・打ちはやし・ざい
踊り・馬の塔）の保存及び後継者を育成した｡
※新型コロナ感染症の影響で停滞した保存会活動の活性化
を図るために、令和4年度から継続して保存育成委託料を
25％増額した。
 ・ 棒の手保存育成委託　　 1,155,000円
 ・ 打ちはやし保存育成委託　434,000円
 ・ ざい踊り保存育成委託　 　289,000円
 ・ 馬の塔保存育成委託　 　　578,000円　　計2,456,000円
○無形民俗文化財後継者報償
　無形民俗文化財の保存・伝承のための後継者育成を目的
に、中学生から大学生相当年齢までの活動参加者等に対し
て、報償品を支給した。
 ・ 棒の手　　　 101人
 ・ 打ちはやし    16人
 ・ ざい踊り        11人
 ・ 馬の塔　　　   28人　　計156人
  156人×3,000円＝468,000円
○無形民俗文化財を直接見ることができる開催日の状況や
紹介ビデオ、無形民俗文化財の学習動画をホームページに
掲載し、無形民俗文化財の活動が活発になる秋に企画展を
開催した。
〇無形民俗文化財保存会役員会前に各保存会の課題や状
況についてアンケートを実施し、役員会において情報共有及
び保存会全体として目指すべき方向性について検討した。
〇馬の塔の秋祭りにおいて、前日と当日のすべての行事内
容について保存会と同行し、調査を行った。
〇保育園5園での「打ちはやしの体験会」の実施や、小学校1
校での「棒の手クラブ」の開始等において保存会の活動を支
援した。

<成果>
　 4つの無形民俗文化財の保存会活動
に1,042人が参加した。
 　馬の塔の行事や実施方法について
詳細を把握し、記録を作成した。

<課題>
 　依然として指導者の高齢化や若手の
後継者が減少している保存会があり、
引き続き啓発活動を検討する必要があ
る。
 　無形民俗文化財に対する市民等へ
の関心を高めるため、保育園や小学校
への体験会や出張講座の回数を増や
すなど、積極的にＰＲする必要がある。
 　市制55周年記念事業市民祭警固に
おいては、本市の伝統文化を多くの市
民に知ってもらえるよう魅力的な実施方
法を検討する必要がある。
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5 34-0105 有形文化財等保護
事業

市内在住在勤
者

　 市内に残る史跡や文化
財を保護、活用するため、
市民へ積極的に公開し、
保護意識の高揚を図る。
また、市民から寄贈された
民具や市内から発掘され
た貴重な埋蔵文化財など
歴史的に価値のある資料
等を保護、活用することに
より、保護意識の高揚を
図る。

○史跡等文化財の周知・理解を深めるため、案内板を設置
し、適宜修繕を実施するなど、適切に管理している。

○春と秋に市内の史跡めぐりを実施する。

○スカイワードあさひ3階歴史民俗フロアにおいて、馬の塔
の標具や、棒の手で使用する衣装などの展示を行う。また、
定期的に民具企画展・考古企画展を開催し、尾張旭の歴史
やくらしを紹介している。

4,097,334円 ○史跡めぐりの実施（春（2回）32人、秋（2回）13人、小学生対
象（2回）18人）

○マメナシ・アイナシ観察会の実施（春56人、秋28人）

○マメナシのイメージキャラクター「マメナッシー」と、そのおと
もだちとしてアイナシのイメージキャラクターを作成して名前を
公募し、「アイナッシー」と命名した。

○マメナッシーとアイナッシーのしおりを作成し、一般公開で
文化振興基金に寄附いただいた方に進呈した。

○「マメナッシー＆アイナッシー」のLINEスタンプを作成し、販
売を行った。

○自生地保護柵にキャラクター看板を設置した。

○歴史民俗フロアで市民から寄せられた民具等の企画展を
行い、郷土の歴史を周知するとともに、貴重な民具資料を整
理・保存した。
 ・ 企画展「丘を越え行こうよ～尾張旭と志段味　往来の歴史
～」
　（令和6年10月12日～令和7年3月2日）
 ・ 企画展「尾張旭市の馬の塔」
　（令和7年3月22日～令和8年3月1日）
 ・ mini民具企画展を隔月開催。（計6回）
 ・ 市民団体の協力を得て特別企画展「道の歴史発見！
　 ～古くから続く歴史ある道～」を開催した。

○新春ふるさとカルタ会の開催　11人（小学生10人、一般1
人）

〈成果〉
 　学芸員を中心に収蔵庫の民具等の
整理・分類を実施。また、歴史民俗フロ
アの展示も定期的なmini企画展を実施
するなど活性化させている。また、名古
屋市教育委員会から埴輪を借用して展
示し、より魅力的な企画展とすることが
できた。
 　マメナシ・アイナシのイメージキャラク
ターを活用することで、子どもへの認知
度向上が図れた。
 　本市の文化財をインターネット上に展
示する「デジタルミュージアム」を開設
し、文化財を広く周知した。

〈課題〉
 　史跡等のPRについて、広域や施設間
相互に展開するなど他市町村・他施設
との連携が引き続き必要となっている。
 　収蔵庫に保管されている収蔵品等の
整理を行い、活用する必要がある。
 　文化財等の認知度向上につながる新
たな取り組みが必要である。
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6 34-0106 どうだん亭維持管
理事業

どうだん亭を利
用する市民等

　 どうだん亭の維持管理
事業全般を行う。

＜どうだん亭概要＞
　 日本庭園を有する家屋を教育文化施設として設置。
母屋1階3部屋（水屋、呈茶用炉）、離れ1階（水屋、呈茶用
炉）、離れ2階、庭園　など
　※平成20年5月　母屋部分が国登録有形文化財となった。

・どうだん亭の維持管理を実施（各種委託・修繕・管理人へ
の管理委託）

・貸館　9:00～17:00（1時間母屋350円、離れ200円）
　
・風情ある庭園や家屋を鑑賞できるよう一般公開を開催
　春（4月）秋（11月）

・相当年数が経ており、施設の老朽化に対する修繕等を
行っている。

　※国登録有形文化財
　・・・平成8年10月1日に施行された文化財保護法の一部を
改正する法律によって，保存及び活用についての措置が特
に必要とされる文化財建造物を，文部科学大臣が文化財登
録原簿に登録する「文化財登録制度」が導入された。
　近年の国土開発や都市計画の進展，生活様式の変化等
により，社会的評価を受けるまもなく消滅の危機に晒されて
いる多種多様かつ大量の近代等の文化財建造物を後世に
幅広く継承していくために作られた。届出制と指導・助言等
を基本とする緩やかな保護措置を講じるもの。

4,839,229円 ○建物及び庭園等整備維持管理
 ・ 施設管理委託、樹木剪定委託、清掃・草取委託、施設修繕

○一般公開
 ・ 春（令和6年4月16日～22日）7日間
 ・ 秋（令和6年11月13日～19日）7日間
　 来場者　1,785人（呈茶は春130人、秋164人）
 ・ どうだん亭一般公開時には文化協会茶華道部会による「い
けばな展」を同時開催した。

○ひな人形展
　 令和7年3月1日～3日（3日間）開催
　 来場者　287人

○年間利用者
　 2,629人（令和5年度：2,587人）

〈成果〉
 　春秋の一般公開時に文化協会茶華
道部会による呈茶・いけばな展を同時
開催し、多くの方に文化協会の活動を
知っていただく機会ができた。
　
〈課題〉
 　文化財の保存・活用について他市町
の先進的な取組にならい、官民連携制
度導入への検討が必要である。

7 34-0202 社会教育団体等支
援事業（文化スポー
ツ課）

 ・ 市民
 ・ 市文化協会
 ・ コンクールや
公募展等を主催
する団体

　 市民の芸術文化に対す
る関心を高め、その活動
を支援するとともに作品発
表や鑑賞の機会を提供す
る。また、文化芸術の振興
を図るため、文化芸術に
関する団体の自主性を尊
重し、活動に必要な援助
を行う。

○市、教育委員会、文化協会の共催で市民展、市民芸能発
表大会、市民音楽祭を開催する。

○文化芸術団体が、文化芸術の振興・奨励を図るため、コ
ンクール等の参加者を対象として交付する優秀賞の記念品
代の一部を交付する。

○全国大会等出場者に激励費を交付する。

3,984,975円 ○市民文化祭の開催
 ・ 第50回市民展（令和6年10月27日～11月10日）
　 出品　309点、入場者　5,300人
 ・ 第43回市民芸能発表大会
　 出演団体　17団体（244人）、来場者　500人
 ・ 第41回市民音楽祭
　 出演団体　18団体（379人）、来場者　837人
 ・ 市民芸能大会参加者の固定化や高齢化の解消及び減少
している来場者の増加を図るために、東中筝曲部をゲスト出
演という形での参加を実現することが出来た。

○文化振興事業
 ・ 文化協会：11部会66団体、会員約1,800人
 ・ 大会・発表会等の開催
 ・ 長期講座及び伝統文化講座の開催：21講座

○全国大会出場者10件（個人9＋団体1）に激励費19万円を
交付

〈成果〉
 　市民文化祭を開催し、市民の方に文
化芸術に触れていただくことができた。
932人の方が出展、出演し、6,637人の
方に文化芸術活動に触れる機会を与え
ることができた。
 　文化協会を通じて、講座の開催によ
り市民の文化活動への参加及び鑑賞
の機会を与えることができた。
 　全国大会等出場者に激励費を交付
することで地域文化の振興を図ることが
できた。

〈課題〉
 　文化協会について、高齢化により文
化芸術活動の継続性が不安視されてい
る。
 　市民文化祭を活性化させる方法を検
討する必要がある。
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8 34-0301 文化会館維持管理
事業

市民、文化会館 　 施設維持管理 ○文化会館の概要
 ・ １F
　　あさひのホール（293席）、文化会館ホール（906席）、
　　喫茶室、事務室
 ・ ２F
　　展示室、展示ギャラリー、展示ロビー、研修室、練習室

 ・ 休館日…毎週月曜日
 ・ 開館時間…午前8時30分～午後9時30分

 ・ 平成19年4月1日から指定管理者による管理に移行

 ・ 指定管理者の業務
　　１　施設の運営に関する業務
　　２　施設の管理に関する業務
　　３　文化事業に関する業務
　　４　その他の業務

77,097,197円 ○平成19年度から指定管理者制度を導入し、文化会館の管
理運営を実施している。

○指定管理者（令和6年度～10年度）
 ・ 団体の名称：ATFフォーティーエイトグループ
　　   構成団体代表…アクティオ株式会社
　　   構成団体…株式会社東急コミュニティー
　　　　　　　　　　 株式会社船井アソシエイツ
       指定管理制度導入5期目、1年目/5年
 ・ 文化会館年間利用者…84,187人（ホワイエ開放含む）

○自主事業
 ・ 中学校に対して吹奏楽応援事業を実施
 ・ ホワイエを活用したロビーコンサートを開催
 ・ 地元作家の作品を展示する芸術展の実施
 ・ 市の音楽活動をしている方を対象とした「第4回あさぴー音
楽会」を実施し、尾張旭市をテーマにした絵画を展示する「第
3回あさぴー絵画コンクール」を同時開催
 ・ 市民合唱団を中心としたニューイヤーコンサートを開催
 ・ 市内出身アーティストによるコンサートの開催

〈成果〉
 　指定管理者による様々な自主事業の
実施を行った。文化会館ホール未利用
時にホワイエの開放を行い、多くの方に
利用していただいた。また、地元で活躍
する音楽家によるロビーコンサートや、
学校に対して吹奏楽応援事業を行うな
ど地元の芸術活動の振興に寄与した。
 　文化会館ホール舞台袖幕の取替修
繕やスポットライトの電球交換等の適切
な施設管理対応をした。

〈課題〉
　 引き続き、長期修繕計画に基づき、
文化芸術活動の拠点施設である文化
会館の適切な管理を実施する。
 　引き続き、地元で活躍する音楽家・芸
術家に発表の場を提供する。
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